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効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：
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基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：
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効果：
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運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
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氷室 光輝(ひむろ　こうき）
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マジック 化学知識 噂話2 2 1

クリスタルレンズ
クリスタルカノン

クリスタルステージ

射撃
射撃
　　

7r+1
11r+1

3
44

侵食値7
侵食値15

スニーキングスーツ 2

2 0

父
犠牲になった観客やスタッフ

霧谷雄吾
ディアボロス

尊敬
好意
信頼
同情

嫌気
悔悟
悔悟
嫌気

噂好きの友人

2

ワーディング

リザレクト

コンセ　

氷神の悲しみ

光の手

焦熱の弾丸

プラズマカノン

マスヴィジョン

スポットライト

ウサギの耳

天使の絵の具

天使の外套

猟犬の鼻
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単体
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‐

自動

自動
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非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

いつもの

ダイスLV+1 HP-3

感覚で代用可能

LV+2 攻撃

LV×5

LV×5　3回まで

「もっと光を！！！」

世界的マジシャン氷室豪炎（ひむろ
ごうえん）の息子、炎や花火などのド派手な演出と計算された技術によって観客を魅了する父の背中を見て過ごし、自身もマジシャンの道に進むこととなる。
世界を飛び回ることによって様々な技術をその目で見ることができるという恵まれた環境にあったため、その才覚を顕在化させる。
そして彼は14歳からステージに立つこととなり、若いながらも決して親の七光りなどではなく実力を持ったマジシャンとして世界から認められることとなる。こ
のまま、実力を伸ばしいつかは父をも超えるマジシャンとなることが夢であった。
しかし、彼が20歳の時、父はとある公演で事故で亡くなった。
誰が悪いわけでもない、数多の偶然的な要素が絡み合って起きた事故であった。彼にも原因があったし、父にも原因があった、周りのスタッフや、観客、機材、
時間、場所、天候、どれか一つがなければ起きなかった筈の悲劇であった。
周りの人々は言った、「運が悪かった」と、「誰も悪くない」と、だが彼だけは「クソくらえだ」と吐き捨てた。
父はあらゆる人々をも騙し笑顔するマジシャンであった、しかし彼は死神を騙すことは出来ずに運命に嘲笑われたマジシャンだった。その程度だった。彼はそう
考えるようになり、幼き頃から抱いていた父を超えるマジシャンになるという夢は消え失せ、全てを騙し、欺き、嘲笑うマジシャンになろうと、決意し、その決
意が彼の覚醒を引き起こした。
覚醒した力と彼が積み上げてきた技術により、彼の知名度と人気は爆発的に上がっていった。（オーヴァードの力は独学、マジックはそれ以降も磨いていた）世
間は最初彼を悲劇のヒーローのように扱っていたが、その腕前により次第に憐れむ声でなく賞賛の声へと変わっていったが、彼にとってはそのようなものはゴミ
に等しかった。
数年後、彼は父が亡くなった場所で公演を行うこととなる。周りの人間はやめた方がいいと言っていたが、自分の過去との決別をつけなければならないと、運命
との決着を遂げなければならないと、強行することとなる。
結果は完璧であった。何ひとつの失態 ・ 躓き ・ 過誤 ・ し損ない ・ 間違い ・ 誤り ・ 誤まり ・ し損じ ・ 謬り ・ 間違え ・ エラー ・ 落度 ・ 過失 ・
為損ない ・ 過 ・ しくじり ・ 錯誤 ・ 過怠 ・ 失錯 ・ 誤 ・ 仕損じ ・ 失策 ・ 為損じ ・ 遣損い ・ 謬 ・ 遣り損じ ・ 仕損い ・ 過ち ・ 為損い ・ 仕損
・ 緩怠 ・ 間違 ・ 仕損ない ・ 為損 ・ ミス ・ 越度 ・ 失敗 ・ ポカ ・ 誤謬 ・ 謬錯 ・ 誤ち...何一つとして存在していなかった。
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